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※ ケアプランに自立支援、ＡＤＬ向上の観点からの明確な目的・目標を位置づけ、毎月のモニタ

リングの中で自立支援等に役立っているかを細かく検証してください。一定期間やってみて効果

が見られない場合は、サービスの中止、支援内容の変更等ケアプランの見直しが必要です。 

 

＜間違いやすい例＞ 

 台所で、利用者は野菜を切り、ヘルパーが炒める：これは調理ということでは同じですが、それ

ぞれやっていることが違うので、ここでいう一緒にとはなりません。 

 掃除でも利用者がハタキをかけ、ヘルパーが掃除機をかけるというのも同じようにここでいう一

緒とは言えません。 

このように同じ場所で、同じサービス内容であっても、それぞれが別々に出来ることをやってい

る場合は自立支援のための見守り的援助には該当しません。 

 安易な位置づけとならないように、しっかりとしたケアマネジメントを心がけてください。 

 

                          （H27.11.20新宿区介護保険課追記） 


